
吉

蔵
に
お
け

る

「
四
調
柔
」

に

つ
い
て

(
菅

野
)

吉
蔵
に
お
け
る

「四
調
柔
」
に
つ
い
て

菅

野

博

史

『
法
華
遊
意
』

価
は
、
四
教

(
四
調
柔
)
に

つ
い
て
、

フ
ハ

ト

ノ

ニ

ス

ヲ

ク

ナ
リ

ニ
ハ

テ

ヲ

言
二
四
教

一者
。

方
便
品
偶
文
明
二
於

四
教

殉
謂
四
調
柔
。

一

以
二
人
天
乗

一
調

シ
テ

ム

レ

ヲ

ニ
ハ

テ

ヲ

シ
テ

ム

レ

ヲ

ノ

ハ

ム
ル

レ

柔

令
レ
離
三
ご
塗
お

次

以
二
二
乗

一調
柔

令
レ
離
ー二
二
界

此
二

調
柔

令
レ
離
三

ノ

ヲ

ニ
ハ

テ

ヲ

ス

メ
テ

ノ

ヲ
シ
テ

ニ

ラ

イ
テ

ヲ

テ

ラ

界
内
惑

一也
。

三

以
二
自
教

一調
柔
。

令
下
二
乗
人

得
中
口
自
説

二
大
法

一以
自

ル
コ
ト
ヲ

ヲ

ス

ノ

ヲ

ニ
ハ

テ

ヲ

ス

ニ

レ
ガ

イ
テ

ヲ

知
占

教
調

伏
其

心
殉
四

以
一一他
教

一調
柔
。

諸

仏

菩

薩

為
レ
其

説

二
大
法

一

ム

ヲ
シ
テ

ラ

ニ

ノ

ハ

ム
ル

レ
ヲ
シ
テ

レ

ノ

ノ

ヲ

ノ

ハ

シ
テ

令
二
小

入
ワ
大
。

此
二
教
使
三
其

離
三
二
界
外
小
乗
惑

一也
。

此
四
調
笥
柔

ノ

ヲ

ム
レ
バ

ラ

ニ

ス

ト

ニ

ニ

ク

キ

メ
ル

二
乗
人

一令

レ
入
二
一
乗
殉
為
二
一
乗
之
方
便

一也
。

故
信
解
品
云
。
如
下
富

長

ノ

テ

ヲ

シ
テ

ノ

ヲ

チ

フ
ル
ガ

ヲ

者

以
二
方
便
カ

一柔
笥
伏

其
心

一乃
教
中
大
智
上
也
。

(
大
正
三
四

・
六
四
四
下
)

と
あ

る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

四
調
柔
と
は
、

人
天
乗

・
二
乗

・
自
教

・
他

教
の

四
教

に
よ

つ
て
二
乗

の
人

の
機
根
を
調
柔
す
る

こ
と
を
原
義
と
す
る
が
、

そ

こ

か
ら
、

二
乗

の
人
を
調
柔
す
る
四
教
そ

の
も

の
を
四
調
柔
と
呼

ぶ
用
法

が
生
じ

た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
四
調
柔
が

一
乗

の
方
便
と
規
定

さ
れ
て
い
る

こ

と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

ま
た
、

四
調
柔

の
依
文
と
し

て
、
法
華
経

の
信
解

品

の
文
が
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、

吉
蔵

の
引
用
は
、

実

は
、

「
如
富

長

者

知

子
志
劣

以
方
便
力

柔
伏

共
心
」
(
大
正
九

・
一
八

下
)

と

「
知

楽

小
者

以
方
便

力

調
伏

其
心

乃
教
大
智
」
(
前
同
)

と

の
二
文
を
合

し

て
作

つ
た

も

の
で
あ

る
。

こ

の
二
文

に

あ

る

「
調
伏
」
と

「柔
伏
」

か

ら
、

「調
柔
」

と

い
う
語

が
造
ら
れ
た

こ
と
は
容

易
に
推
測
さ
れ
る
が
、

こ
の
漢
訳

の
原
語

は
、

√
d
a
m(
ケ

ル
ン

・
南

條
本

一
一
八
頁
)

で
、
家
畜
な
ど
を

飼

い
馴

ら

す
、
柔

順

に
す
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
羅
什
訳

の
法
華
経

に

は
、
「
調

柔
」

と
い
う
語
が

二
箇
所

(
大
正
九

・
二
○

下
と
四
五
上
)

に
出

て
い
る
が
、

こ
れ
価
該
当
す
る
原
語
は
そ
れ
ぞ

れ
、
su
-
d
a
n
t
a
,
 
d
a
n
t
a

(
ケ

ル
ン

・
南
條
本

一
四
六
頁

と
三
三
四
頁
)
で
、
d
a
m

の
過
去
受
動

分

詞

が
用

い

ら

れ

て

い

る
。

し
か
し
、
四
調
柔

の
調
柔

は
状

態
よ
り
動
作
を
示
す
語
な
の
で
、

調
伏

と

柔
伏

よ
り
造
語
さ
れ

た
と
考
え
る

ほ
う
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

四
調
柔

に

つ
い
て
の

一
往

の
理
解

が
得

ら

れ
た

の
で
、
『
法
華
遊
意
』

よ
り

以
前
の
著
作
、

『
法
華
玄
論
』
『
法
華
義
疏
』

に
よ
つ
て
、
四
調
柔

の
形
成

過
程

や
思
想

的
意
義

に
つ
い
て
考
・察
し

よ
う
。

吉
蔵
は
、
『
法
華
玄
論
』
巻
第

一
の
如
来

の
十
種

の
大
恩

を

明

か

す
段

(大

正
三
四

・
三
六
七
下
-
三
六
八
上
参
照
)
や
、

巻
第
七

の

「信
解

品
響
喩
義
」

(
前
同

・
四

一
六
上
参
照
)

に
お

い
て
、
釈
尊

の
説
法

の
順
序

を
、
華
厳
経

・

人
天
教

・
二
乗
教

・
大
品
般
若
経

・
諸
方
等

経

・
法
華
経
と
規
定

し
た
。
吉
蔵

は
、
厳
密

に
は
、
説
時

の
順
序
を
固
定
化
す

る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
の
で
、

上
述
の
説
時

の
順
序

は
信
解
品

の
意

に
よ
る

一
往

の
も

の
で
あ

る

が
、
す

で

に
、
『
法
華
玄
論
』

に
お

い
て
、
華
厳
経

と
法
華
経

と
の
中
間

を

四
種

に

分
類

す
る
考
え
が
確
立
し

て
い
た

こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、

四
調
柔

の
第

三
自
教
、

第
四
他
教

の
名
称
も
、

同
巻

第

七

(
前
同

・
四

一
七
下
)

で
解

説

さ

れ

て

い

る
。
要
す

る
に
、
四
調
柔

の
思
想
的
萌
芽

は
み
ら
れ
る
が
、

四
教

だ
け
を
取

り

出
し
て
何
か
を
論
じ
よ
う
と
す
る
考
え
は
、

ま
だ
み
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、

『
法
華
義
疏

』
に
は
、

四
調
柔

と
い
う
用
語
は
み
ら

れ
な

い
も

の
の
、
内
容
的
に
は

『
法
華

遊
意
』

の
四
調
柔

と
同
じ

こ
と

が
説

か

れ

て

い

る
。

す
な
わ
ち
、

巻
第
七

の
信
解
品

の
釈

に
は
、

リ

ハ

ル
ニ

ノ

ノ

ニ

ソ

リ

シ
テ

ヲ

従
二華
厳

一以
後
依
二
此
品
始
終
之
意

一凡
有

二四
教
鱒
調
調
伏

廻
小
入
大
之

人
一

ニ

シ
ム

ル
コ
ト
ヲ

ニ

フ
ハ

ト

ニ
ハ

ナ
リ

チ

ナ
リ

ム

方
得
レ
入
二

於
仏
慧
殉
言

二
四
教

"者
。

一

冷

水

濯

面

即

人

天

教
。

令

三
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レ
ヲ
シ
テ

レ

ヲ

ニ
ハ

ノ

ナ
リ

イ
テ

ヲ

ム

レ

ノ

ヲ

其

離
三
二
塗
之
亜
鉛

次

雇
子
除
糞
讐

説
二二
乗
教
幻
令
レ離
二凡
夫
煩
悩
殉

ニ
ハ

ノ

ビ

ノ

ナ
リ

ハ

シ
テ

ノ

ヲ

ジ
ク

ム

レ

三

者
付
財
密
化
讐
及
陶
練
小
心
響

此
之
二
響
化
二彼
二
乗
幻
同

令
レ離
二二

ノ

ヲ

バ

グ
ル

ノ

ノ
ミ
ヲ

テ

ヲ

ス
ル
ニ

ヲ

ソ

リ

ニ
ハ

乗
煩
悩

↓
所
司
以

但
挙
二
此
二
響

一
者
。

以
二
大
法

一化

レ
小
凡
有
三

一門
殉

一

メ
テ

ヲ
シ
テ

カ

ヲ

テ

ス

ヲ

チ

ノ

ナ
リ

ヶ
テ

ス

ト

ニ
ハ

メ
テ

者
令

二
小
人

説
7
大
以
化
二
小
人
叩
則
付
財
教

名

為
二
自
教

幻
二

者
令

二
大

ヲ
シ
テ

カ

ヲ

ス

ヲ

ク

ノ

ノ

ナ
リ

ケ
テ

ス

ト

ノ

士

説

7
大
而
化

二
小
人
殉
謂

大

品

以

後
諸
方
等
経

名

為
二
他
教
殉

一
切
大

ノ

ニ
ハ

ノ

ノ
ミ
ア
リ

ニ

テ

ノ

ヲ

ヘ

ノ

ヲ

ル

ニ

シ
ム
ル

ル
コ
ト
ヲ

ヲ

乗

中

唯

此
二
事
。

故
用
二
斯
二

一調
ー一其
小
心

然
後
得

レ
悟
二

一
乗

一
也
。

(前

同

・
五
五
二
下
)

と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
四
教
に
よ

つ
て
窮
子

(
二
乗

の
人
の
響
喩
)

の
心
を

調
伏
し
て
法
華

経
に
入
ら

し
め
る

の
で
あ
る
が
、

こ
の
四
教
が
方
便
説
で
あ
る

ハ

レ

ノ

ナ
リ

か
ど
う
か
が
問

わ
れ
る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
吉
蔵

は
、

「前

之
二
教
是
方
便
教
。

ニ

リ
テ

ノ

ヲ

ス
レ
バ

ニ

チ

テ

ノ

ヲ

ス

ノ

ト

故
籍
二
方
便

教

一悟

凋
入

一
乗

幻
則
以
二
方
便
教

一為

二
一
乗

方
便

煽
也
。

後

之

二

ハ

ニ

レ

ナ
レ
バ

チ

レ

ノ

ナ
リ

リ
テ

ノ

ヲ

ス
ル
ガ

ニ

ニ

テ

ノ

教
並
是
大
乗

即
是
真
実
教
。
但
籍
二
真
実
教
一悟
罰
入

一
乗
殉
故
以
二
真
実

ヲ

ス

ル

ニ

ト

教

一為
下
入
二
法
華

一之
方
便
上
也
」
(
前
同

・
五
五
二
下
-

五
五
三
上
)
と
答
え

て

い
る
。

四
教
す

べ
て
が
法
華
経

に
入
る
た
め
の
巧

み
な
手
だ
て
と
し
て
の
方
便

で
あ
る

こ
と
、

真
実
を
明
か
し
て
い
な

い
と
い
う
意
味

で

の
方
便
説

は
、
人
天

教

と
二
乗
教

に
は
あ

て
は
ま
る
が
、
自
教

と
他
教
は
大
乗

で
あ
る
か
ら
真
実
教

で
あ
る

こ
と
を
説

い
て
い
る

(
同
趣

旨
の
文
は
、

五
五
七
上
に
も
あ
る
)
。

し
か
し
、

こ
の
方
便

の
語
義

を
誤
解
し

て
、
大
品
や
諸
方
等
が
法
華
よ
り
劣

ス

ノ

ハ

テ

ノ

つ
た
経

で
あ

る
と
す
る
考
え
に
対

し
て
、

吉
蔵
は
、

「
今
明
諸
菩

薩
等
於
二
波
若

ニ

ニ

セ
リ

ハ

ナ
レ
バ

リ
テ

ノ

ヲ

ス

ノ

ト

ニ

フ

中
一皆

已
得
悟
。

声
聞
鈍
根

仮
二
菩
薩
究
寛

之

教

一為
二
得
悟

縁

由
幻
故

云
二
方

ト

ザ
ル

レ

ダ

セ

シ
テ

ス
ニ
ハ

ト

便

一耳
。

非
下
是
大

品
未
二
究
寛

一称

為
中

方
便
上
也
」
(
前

同

・
五

五

七
上
)

と

述

べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、

大
品

の
場
合
に

つ
い
て
、
菩
薩
は
大
品
に
お

い
て

得
悟
す

る
が
、
声

聞
は
得
悟
す
る

こ
と
が

で
き
ず
、

大
品

の
教
え
を
た
だ
得
悟

の
縁

由
と
す
る
の
み
で
あ

る
か
ら
方
便
と

い
わ
れ

る

の

で
あ

る
。

し
た

が

つ

て
、
声

聞
に
と

つ
て
の
み
大
品
は
法
華
に
入
る
た

め
の
方
便
な

の
で
あ

る
。
な

お
、

『
法
華
義
疏
』
に
お

い
て
は
、
他

の
二
箇
所

(
巻
第
八

の

五
七
三
中

と

五

七
四
下
参

照
)

で
四
調
柔

に

つ
い
て
関
説
し
て
い
る
。

最
後
に
、

『
法
華
統
略
』
を
み
る
と
、
四
調
柔

に

つ

い
て
、

巻
二

(
続
蔵

一

-
四
三
-

一
・
二
六
右
下
参

照
)

に
四
調
柔

の
名
称

の
み
を
出
し
、

巻
四

(
前

同

・
六

一
左
下
参
照
)
に
は
、

四
調
柔

を
、
凡
夫

の
有
見
と
二
乗

の
空
見
を
離

れ
さ

せ
る
働

き
を
も

つ
も

の
と
し
て
把
捉

し
て
い
る
。

ま
た
、

四
調
柔

は
法
華

経

に
入
る

た
め
の
方
便

(
巧
み
な
手
だ
て
)

で
あ

る
こ
と
は
既

に
述

べ
た
が
、

こ
の
四
調
柔

の
方
便
的
側
面
を
よ
り
鮮
明

価
す
る
概
念
が

「
四
種
密
化
」

と
し

て
説

か
れ
る
。

こ
の
四
種
密
化
は
、

法
華
経

の
三
種
顕
教

(
法
説

・
響
説

・
宿

世
因
縁
説

の
三
周
説
)

に
相
対
し
て

い
わ
れ
る
の

で
あ

る

が
、

四

種

の
教

え

(
説

人
天
乗

・
説

二
乗

・
命
説
大
乗

・
為
説
大
乗

の
四
種

で
、
内
容
的

に
は
四

調
柔

と
共
通
)

が
、
声
聞
を
法
華
経
に
入
る
よ
う

に
、
密
か

に
化
す

る
も

の
と

し

て
捉
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

ニ

ハ

テ

ノ

ヲ

ム

シ
テ

ヲ

ラ

ニ

故
寂
滅
道
場

已
後
。

法

華

之

前
。

用
二
四
種
密

化
殉
令
二
廻
レ
小
入
7
大
。

(前

同

・
三
左

上
ー
下
)

と
。

四
調
柔

が
四
種
密
化

と
名
づ
け
ら
れ
て
、

こ
の
密

と
法
華

経
の
顕

と
が
明

ら

か
な
対
照

を
示
す

こ
と
に
よ
つ
て
、
四
調
柔

が
法
華
経

の
た
め
の
準
備
段
階

で
あ

る
こ
と
を
い

つ
そ
う
印
象
的

に
示
し
て

い
る
と
評

せ
よ
う
。

と
も
あ
れ
、

四
調
柔

は
、
華
厳
よ

り
法
華
ま
で

の
経
教
を
四
種
に
整
理
し
た

も

の
で
あ

り
、

そ
れ
ら
の
経

教
は
、
声
聞

の
機
根
を
調
柔

し
、

法
華
経
に
入
る

た
め
の
巧

み
な
手
だ
て
で
あ

る
点

に
お
い
て
共
通

の
働

き

を

も

つ

て

い
る

の

で
、
吉

蔵
は
、

こ
れ
ら

の
経
教
を

一
括

し
て
四
調
柔

と
し

て
示

し

た

の

で
あ

る
。

三
種

法
輪
に
お

い
て
、
小
乗

ば
か
り
で
な
く
大
乗
も
枝
末
法
輪

と
規
定

さ

れ
る

こ
と
は
、

華
厳

よ
り
法
華
ま
で
の
大
小
乗
を
四
調
柔

と
し
て

一
括
す
る

こ

と
と
共
通
な
思
想

に
基
づ

い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(
東
京
大
学
大
学
院
)

吉
蔵

に
お

け
る

「
四
調
柔
」

に

つ
い
て

(
菅

野
)
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